
研究会で検討すべき課題（素案）

＜前提＞ 障害者のＩＴ利活用を促進するために、地域の中で、人的支援（中間支援者）体制の
あるべき姿を探る。

検討すべき課題（研究会資料）

第１回研究会

５月１８日

人的支援体制の現状

パソボラの課題

第２回研究会

６月

あるべき支援内容の検討

●求められる支援の内容(細目､サービス水準）

・機器利用開始前の段階から利用開始後の段階ま
でにわたり求められる支援の内容（可能な限り具
体的にメニュー化、サービス水準の標準化）
・受益者負担の在り方 等

●支援実施体制

・支援実施体制（受付から支援の実施、支援内容
の報告と管理の手順）
・個人情報の保護等の危機管理、苦情処理体制の
在り方（※特に上記実施体制の留意事項）

第３回研究会

８月末

求められる支援者の資質と育成方法

●習得すべき知識（障害、支援技術、ＩＴ、制度等）
●体得すべき実技 等
●人材育成テキスト、カリキュラム案

地域リソースの有効活用（関係機関との連
携）
●リハビリテーション、福祉・介護サービス、 IT関連企
業、その他関連機関との連携の在り方 等
●上記全体を踏まえた事業実施要領の策定・検討

第４回研究会

１０月

モデル地域による実証実験

第５回研究会
２月

第７回研究会
５月

◇企画案の提示

◇実証実験内容の確定

◇実証実験の実施

第６回研究会
４月

発表
・神奈川
・練馬

発表
支援人材に求めら
れる資質と育成方法

報告書案の検討

報告書最終取りまとめ

成果の確認

●実証実験報告
●支援事業のワークフロー、人材育成方法、連携方法
●報告書骨子案提示

◇実証実験の報告

発表
支援人材の配置と
関連機関との連携

発表
支援人材と企業との
連携
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